
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

地域及び地球環境への影響を考慮して、環境負荷を限りなく低減
し、環境汚染予防に努めます。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況は年１回確認を行っている。また、関連法規
の法改正状況を月１回確認を行い、関連法規の法改正があった場
合には速やかに法令順守の対応を行っている。
違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

計画に基づき取り組むことができている。

基 本 方 針

省エネルギー（CO2）

　・・・消灯管理。エアコン温度管理、生産性向上、
　　　　夏季省エネ対策、
廃棄物排出量の削減
　・・・不良品、廃棄ロス等の削減。
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適 用 範 囲

令和２年　７月１６日

ニッタ･デュポン株式会社　京都工場、三重工場ほか３箇所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容
環境マネジメントシステムは内部監査および外部審査機関により
年１回審査され適合性を担保している。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

省エネルギー（CO2）

　・・・継続的に実施中
廃棄物排出量の削減
　・・・継続的に実施中。

認 証 番 号

省エネルギー（CO2）

　・・・対前年比で原単位１％削減
廃棄物排出量の削減
　・・・対前年度比で原単位１％削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


